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島根県として初めて品種登録された「雲太（うんた）椎茸」。島根県奥出雲町は中山間地ではありますが、雪が多く寒暖の差

もある環境下、豊かに茂った広葉樹を利用して昔から椎茸栽培が盛んだった地域です。そんな背景もあって、奥出雲の椎茸

は品質の良い美味しい椎茸として知られてきました。最近では原木栽培から効率の良い菌床ほだ木栽培へと移行し、独自の

シイタケ菌の開発にも取り組んできました。そのかいあって平成30年1月30日に、キノコ類では島根県初種苗法登録された

のがこの立派な佇まいの「雲太－1 号」です。直径 10 センチほどの大きさもさることながら、肉厚で濃厚な味わいと食べ応え

抜群との評価も高く、奥出雲の農産物では 1番の売り上げを誇っているそうです。ほぼ周年をカバーする安定した生産体制も

確立しており、万葉集や神話の里から出ずる椎茸は、恵みをもたらす逸品として成長を遂げそうです。 

奥出雲の「雲太椎茸」 （島根県産） Large Shiitake mushroom “Unta” 

  


